
マノンは果た して

「題:フ漿」なのか?
◎村田京子

べ・プレヴォーの『シュヴアリエ・デ・グリュー

とマノン・レスコーの物語』(通称『マノン・レ

スコー』)は、1731年に出版された。「アベ (Abb6:司

祭)」 という名前の通り、作者はカトリックの僧侶で

『フランス教会史』の編纂の傍ら執筆したのが、7巻

本の『世間から引退した貴人の回想と冒険』であっ

た。『マノン・レスコー』はその最終巻の最後に組

み込まれた一つのエピツードで、ルノンクール候爵

こと「貴人」が知り合ったデ・グリューという青年

の告白が綴られている。それがヨーロツパ中で人気

を博したため、『マノン・レスコー』は本体から切

り離されて単行本として出版された。とりわけ19

世紀のロマン主義時代から世紀末にかけて何度も再

版され、戯曲やオペラ、バレエなどに取り入れられ

て、現在でも人気のある演目となっている。
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ア tア ンで出会った美少女マノンに一日惚れをし、

彼女とパリに駆け落ちをする (図 1)。 しかし、生活

費が尽きると、彼は突然父の家に連れ戻される。マ

ノンが隣家のブルジヨフから金銭的援助を受けるよ

うになり、父親に息子の居所を知らせたのも彼女で

あった。デ・グリューは嫉妬や愛情の念に苦しむが、

彼女を忘れて神学の勉強に没頭するようになる。二

年後、サン=シ ュルビスの僧院にいる彼の前にマノ

ンが突然、姿を現す。彼は彼女の不実をなじるもの

の、僧院を脱走してマノンヘの愛に生きることを決

意する。贅沢な暮らしを好むマノンのために、彼女

の兄の紹介で賭博詐欺の結社に入り、いかさま賭博

で生計を立てるようになる。さらに、マノンを愛人

として囲おうとする放蕩者の老貴族GMを騎して、

彼の金品を持ち逃げしたため、デ・グリューはサン

=ラ ザール、マノンはオピタルに投獄されてしまう。

すぐに脱獄したデ・グリューはマノンを救い出すが、

今度はGMの息子がマノンに惹かれて彼女を囲おう

とする。二人は息子わらも金品を奪おうと企むが、

図 1

二人の最初の出会いの場面 (1753年 版の挿絵、パスキエ画 )

GMに よって再び捕えられ、投獄されてしまう。デ。

グリューはすぐに釈放されるが、マノンはアメリカ

の植民地への流刑に処ぜられる。彼女につき従うこ

とを決意した彼の愛情の深さに気づき、マノンは初

めて自らの過ちを悔いる。植民地でも彼女に惚れ込

んだ甥セヌレのために、首長がデ・グリューからマ

ノンを取り上げようとする。セヌレとの決闘で彼を

殺してしまったと勘違いしたデ・グリューは砂漠に

逃亡するが、マノンも彼につき従う。しかし、彼女
|

は砂漠で力尽き、彼の腕の中で死んでいく。

フ の小説は、モンテスキューの批評※にあるよ
い  うに、見かけは「詐欺師と娼婦」のカップル
でも、愛の力によって二人の犯した罪は浄化され

るという愛情至上主義に基づき、高く評価されて

きた。今回のバレエ公演では原作の内容が凝縮さ

れ、筋書きも少し改変されているものの、同じく愛

情至上主義に基づく演出になっている。そして、奔

放で気まぐれなマノンに何度も裏切られながらも彼

女への愛を貫き、彼女を真実の愛に目覚めさせたと

いう点で、物語はデ・グリューの「絶対的な愛」の

勝利で終わっている。マノンは悔悛して苦難の道を

歩み、罪を償って死ぬことで初めて崇高性を帯びる

のであり、それ以前の彼女は、将来を嘱望された青

年を堕落させ、運命を狂わせた「悪女」と見なされ

がちである。しかし、この物語はデ・グリューとい

う男の語り手 (あ るいは男の作者)に よる、言わば男の

視点から描かれている。では、女の視点から物語を
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読み直した場合、マノンは果たして「悪女」なのか、

考察していきたい。
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結社に名門貴族が入会しても不思議ではなかった。

また、デ・グリューはサン=ラ ザールから脱獄する

時に門番を殺害するが、その罪を問われることはな

い。格差社会にあって、身分の低い者の命は蔑ろに

されていた。それに対し、当時、女性が結婚前に操

を失えば、どんな場合でも「娼婦」扱いされた。女

性には貞潔を求める一方で、男性の性的放縦には寛

容な社会風土がその背景にある。西洋キリスト教社

※「男の主人公が詐欺師で、女の主人公がラ・サルペトリエール [オピタル]に連行される娼婦。このように設定された小説が人気を得ているこ

とは驚くには値しない。なぜなら、主人公のシュヴアリエ・デ・グリューの行為はすべて、愛を動機としたものなのだから。その行為がどんなに卑

しいものであつても、愛は、いつても気高い動機となる。そしてマノンもまた、愛している。それによつて、彼女がどんな性格でも許されるのだ。」

(MOntesquieu′ Pensёes:Le Spicilёge)
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会では、伝統的に売春は「女のふしだら」によるも

のとみなされ、道徳的なダブルスタンダードが存在

していた。すなわち、「男に許されることが女には

許されない。男が道を踏み間違えてもそれは彼の過

ちではない。しかし、女が身を誤ると、または男が

身を誤った場合でも、悪いのは女のほう」であつた

(バーン&ボニー・ブーロー『売春の社会史』)。 それは、デ。

グリューが素行の悪い良家の子弟を収容する感化院

に幽閉されたのに対し、マノンの方は娼婦を収容す

るオピタル (図 2)に送られたことわらも明白である。

さらに、マノンのような「娼婦」はアメリカの開拓

地で働 く男たちの伴侶となるべく、強制的に植民地

に送り込まれていた。
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評価に応じて金を支払おうと提案している。要する

に、女の肉体のモノ化が生じている。マノンはこう

した価値観を受け入れているが、彼女にとって、た

とえ肉体がモノとして男の所有物になっても、それ

は感情のない肉体、心が分離した肉体でしかない。

彼女にとって大事なのは「心の操」であり、その証

拠に、デ・グリューに宛てた手紙の中で、「あなた

を愛するような形で私が愛せるのは、世の中であな

たしかいません」と誓つている。そのうえ、不実な

彼女にデ・グリューが怒り、嘆くのを見て、マノン

マノンは果たして

「悪女」なのか?

は「あなたにこれほど辛い思いをさせたのですから、

きっと私が悪いのですね」と謝りながらも「悪いと

思つてやつたことではない」と、自らの潔白を主張

している。

方、心だけではなく「肉体の操」も求めるデ・

グリューにとっては、彼女の言葉は「恐ろし

い欺隋」でしかない。こうした両者の価値観のすれ

が矛盾に満ちたマノン像を生み出している。予測の

つかない行動にでる彼女は、その捉えがたさゆえ

に、彼に弛まぬ不安と期待をもたらす。言い換えれ

ば、彼女の謎を秘めた本質がデ・グリューを惹きつ

け、彼にとって何ものにも代えがたい値打ちを持つ

ようになる。後に、ロマン主義の詩人ミュッセは「ナ

ムーナ」と題される詩の中で、マノンを「生き生き

と」して「真に人間的」だとみなし、「ああ !お前は

軽はずみだがお前が生きていたならば、どれほどお

前を愛したことだろう !」 と謳っている。彼は、男

の論理では測りがたいマノンの自由奔放さに惹きつ

けられていた。
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越えるもので、男を魅惑すると同時に恐怖を抱かぜ

る。したがって、彼女を「悪女」とみなすか、社会

的規範を越えた「自由な女」とみなすかは、読者次

第だと言えよう。
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